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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

　

会議（９月、２月）

第2期　あずましプラン実施計画書

　１　あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ①あずましプラン推進会議の設置と運営

目的・目標

　地域住民・関係機関・団体等と協働し、計画に定める具体的な事
業推進に関し、あずまし計画の進行状況の確認と評価を適時実
施して、町民へ周知をする。そのために、策定委員会の委員を中
心に、その委員会の名称を「あずましプラン推進会議」に変更す
る。

今までの
反省と評価

　1期計画では、策定委員である役職員が評価・見直しをしていた
が、地域住民を主体とした第２期策定委員を中心に、計画の進捗
状況や実施状況についての意見及び評価を行うことで、より住民
に寄り添った計画推進が可能となる。

第２期の
基本的な

方針

　住民の意見を様々な形で聞いて、町民の意向を反映して事業が
実施できるよう住民主体の推進体制を強化をする。

実施内容

　広く地域住民の声を計画に反映するために、町民と様々な場で
交流し、自らも生活者の視点から地域福祉の問題を考え発信す
る。
　・地域住民座談会で意見を聞き、発言する
　・町民フォーラムで意見を聞き、発言する
　・会議を計画実践に向けて定期的に開催する

継続

財源 自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

会議（９月、２月）

継続 会議（９月、２月）、町民アンケート実施

継続 ２期計画の評価と3期計画の検討

5年間の
具体的な
実施計画

新規 会議開催（６月、２月）

継続

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・実施日　　平成30年9月20日　参加者15名
・内容　　　あずましプラン実施内容について報告

　事業の参加依頼を行い、数名の委員さんに参加して事業を実際
にみてもらうことができた。また、ホームページ等であずまし計画
の実施について周知ができた。

29年度評価 3.4
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

第2期　あずましプラン実施計画書

１．あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ②　町内会、各団体へ座談会の開催と運営

目的・目標

　身近な地域の困りごとや悩み事など、地域住民の声を聞くことで
福祉ニーズを把握し、地域の福祉問題や課題に対し、解決に向け
た仕組みづくりや対策ついて、地域住民とともに協議し、協働して
いく。

今までの
反省と評価

　周知方法や日程調整がうまく行かず、充分な実施に至っていな
い。また、住民意識の中で、敷居の高さを感じているような印象が
ある様子。今後は開催日程や周知方法等、町内会と協議連携し、
気軽に参加できる雰囲気の醸成や開催内容等工夫する必要があ
る。

第２期の
基本的な

方針

　住民の意見を様々な形で聞いて、町民の意向を反映して事業が
実施できるよう住民主体の推進体制を強化する。

実施内容

・各地区での住民座談会の開催
・行政区との情報共有及び連携強化
・事業周知と広報活動
・地域の実態や福祉ニーズの把握

継続

29年度評価 2.2

役割と協働

町民

地域

社協

事業周知のための開催

継続

継続 次年度の要望を聞くために開催

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

30年度の実施はない。

前回の推進会議において、毎年ではなく必要な時期に回ることと
しており、31年度には事業周知、33年度は、時期の計画のための
要望を聞く場として開催としたい。



 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

29年度評価 4.1

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・実施日　平成31年１月２６日(土)　58参加
・内容　若者＆町長サミット、「暮らしやすいまちづくりとは」
　　　　　グループワーク「備えあれば憂いなし」
若者、町民の考えを聞くことができ、行政、関係機関等との福祉課
題の共有ができた。

継続 年１回開催

第2期　あずましプラン実施計画書

１．あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ③　町民フォーラムの開催

目的・目標

　急速な少子高齢化社会の進行により、家族形態の多様化やコ
ミュニティ機能の低下など、公的な制度だけでは解決できない
様々な福祉問題が発生している。そのような社会情勢に伴う福祉
課題に対し、今後の月形町の地域福祉について福祉課題を共有
し町民と共に考えることで、互いに支えあいながら安心して暮らせ
るまちづくりを推進する。

今までの
反省と評価

　月形町の現状や福祉課題に対し、参集している状況をみると福
祉意識の醸成が充分ではないといえる。今後も、福祉意識の啓発
を継続し、町民が自ら率先し行動に移せるよう、本事業が福祉教
育として機能し、町民が共に考える場として引き続き継続する必要
がある。

第２期の
基本的な

方針

　町の受託事業のため、町のふれあい見守り推進事業の実施要
綱に基づき今後も継続していく。

実施内容

・町民フォーラムの開催

継続

財源 町依託料

役割と協働

町民

地域

社協

年１回開催

継続 年１回開催

継続 年１回開催

5年間の
具体的な
実施計画

継続 年１回開催
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

　まちづくりフォーラムにて、中学生の意見を聞くことができた。
３月２３日、ボランティアミーティングにて福祉総合学習を行った各
学年より報告をいただく予定。

29年度評価 4

年１回開催

第2期　あずましプラン実施計画書

　１　あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ④　子ども・未来・まちづくりサミット

目的・目標

　町の子どもたちに、町の福祉について興味を持ってもらうことを
目標とする。

今までの
反省と評価

　福祉理解を進めるための体験プログラムを実施しており、今後
自分たちの町のまちづくりについて子どもたちに考えてもらいた
い。

第２期の
基本的な

方針

　子ども達に福祉への関心を高め、地域福祉の担い手となる活動
ができるような場を設ける。

実施内容

　・町についての勉強会、意見交換会
　・研修会（体験型）
　・サミットの開催

継続

財源 共同募金、補助金（町）

役割と協働

町民

地域

社協

年１回開催

継続 年１回開催

継続 年１回開催

5年間の
具体的な
実施計画

検討

実施
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度実施内容
振り返り

・日時　平成３０年１０月２３日　４４名参加
・内容　認知症サポーター養成研修会
　　　　講師　月形町保健福祉課包括支援センター　後藤　氏
　
　社協、老人クラブ、ふれあい大学と共催で行っている。

29年度評価 2.5

30年度評価

財源 自主財源

第2期　あずましプラン実施計画書

１．あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ⑤　認知症サポーター養成研修会の開催

目的・目標

　近年、高齢化に伴う認知症高齢者の増加が社会問題となってい
るが月形町においても同様である。認知症の方々が、安心して地
域で生活ができるよう、認知症について正しい知識をもち、本人や
家族を応援するボランティア「認知症サポーター」を養成する。

今までの
反省と評価

　養成研修会の実施はしているが、情報提供や通報等少なく、認
知症の方々が潜在化しているといえる。認知症の理解は難しいた
め、一度研修会を受けた方でも、定期的に学習を積み重ねる必要
があると感じる。

第２期の
基本的な

方針

　ボランティアセンター事業として、今後も地域住民の参加を呼び
かけ、認知症サポーター養成を継続していく。

実施内容

・認知症サポーター養成研修会の開催

継続

財源 共同募金、町依託料

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

13



 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・実施日　平成３０年１２月４日　５０名参加
・内容　　「傾聴とは」聴くことで支える
　　　　　　講師　月形藤の園　木村睦子氏
　ボランティアからの要望もあり、参加者も熱心に話を聞いてい
る。今回講師は社会福祉法人の貢献活動の一つとして月形藤の
園さんより来ていただいてている。

29年度評価 4

第2期　あずましプラン実施計画書

１．あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ⑥　福祉講演会の開催

目的・目標

　福祉講座を開催し、地域の中で支えあい、助け合う地域づくりに
ついて理解を深めていく。福祉活動に関心を持ち、理解し、福祉施
設等と協働した福祉でまちづくりの参画意識を高める。

今までの
反省と評価

　現在は、社協が主体となり実施してきた経緯があるが、地域住
民からの声を聞き、実施していることは少ない。地域の問題を自ら
考え、行動できるようになるためにも、住民の声をもとに地域が求
める課題に即したプログラムを提供する必要がある。

第２期の
基本的な

方針

　地域福祉ニーズの実情に合わせ、地域で対応するために求めら
れる福祉情報や知識等を学ぶことができる福祉講座の企画やプ
ログラムの提供を実施する。

実施内容

・福祉講演会の開催

継続

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

施設等 〇

〇 行政

〇

30年度実施内容
振り返り

別紙参照

29年度評価 4.3

30年度評価

継続

財源 共同募金、補助金（町）

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

１．あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ⑦　小・中・高校生　福祉総合学習

目的・目標

　町内の福祉事業所と協力し、総合学習を通して月形小・中・高校
の生徒が福祉やボランティア活動に興味関心をもち、町内の福祉
の現状や仕事について積極的に考えてもらう。

今までの
反省と評価

　福祉の現場で直接、職員や利用者の方と接し学ぶことで、福祉
の現状や職務内容について深い理解に繋がり、地域福祉の研修
会やボランティア活動にも、積極的に参加する姿が見られている。
一方、学校側から講座内容に対して積極的な要望は少なく、教育
機関の福祉意識の向上や福祉理解が必要である。

第２期の
基本的な

方針

　ボランティアセンターが中心になり、教育プログラムである総合
学習を通し、事業を実施していく。

実施内容
・小、中、高校生　福祉総合学習の実施。
・総合学習の企画・内容の検討。
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・日時　平成30年8月１８日　２０名参加
・内容　レクリエーション体験「ふまねっと」
・日時　平成31年2月16日　38名参加
・内容　「いざという時の備えと応急手当について」
            講師月形消防 一柳 氏
　　　　　炊き出し体験
子供から、障がい者、高齢者まで参加があり、担い手育成に繋
がった

29年度評価 3.8

第2期　あずましプラン実施計画書

１．あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ⑧　ボランティアスクールの開催

目的・目標

　小学生以上を対象とし、ボランティアについての知識や理解を深
め、これからの地域福祉の担い手となるボランティア育成とボラン
ティア活動の啓発・普及・活発化を推進する。

今までの
反省と評価

　防災時の心構えや災害時体験を中心に、地域福祉について考
えてきた。実際災害が起こったときにどのように対応するのか、模
擬体験を通して深い学びに繋がっている。一方、対象を学生を中
心とした学習会としているが、学生の参集が少なく、開催案内や周
知について検討する必要がある。

第２期の
基本的な

方針

　現在、ボランティアセンターの事務局（社協）が中心となり、事業
を実施しているが、今後はボランティアが主体となり、事業の企
画・運営を実施できるよう体制を整える。

実施内容

・ボランティアスクールの開催。（夏、冬）
・ボランティアスクールの企画・内容の検討。

継続

財源 共同募金、補助金（町）

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度実施内容
振り返り

　参加者募集しているが、なかなか集まらずにいる。今年度は、日
頃よりボランティアに来ていただいて実践している方数名に、都合
の良い時期に社協主催等の研修会にも参加いただき、アクティブ
ボランティア養成を受けたこととしている。
3月23日開催のボランティアミーティングで修了証お渡しする。

29年度評価 4.1

30年度評価

第2期　あずましプラン実施計画書

１．あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ⑨　アクティブボランティア養成研修の開催

目的・目標

 今後、高齢者が介護や支援が必要になっても、出来る限り住み慣
れた地域で安心して暮らすために、様々な団体による支援などが
一本的に提供される「地域ケアシステム」の構築が求められてい
る。そのためには、高齢者自身やその周囲の地域住民の協力が
不可欠であり、住民主体の支援体制作りの担い手を養成する。

今までの
反省と評価

　ボランティア活動者を参集し、グループワークや実習形式で学習
会を開催している。参加者のボランティアに対する知識や技術は
高く、真摯に学習に取り組む姿が見られている。しかし、研修終了
後の展望が特になく、今後活躍できる場の提供やボランティアの
コーディネートが必要である。また、今後受講者のスキルアップの
ため研修の開催時期や周知方法等の検討も必要である。

第２期の
基本的な

方針

　講座内容を充実させるために、外部に協力を得る。農家の方は
冬期間が動きやすいことと、月に一度バラバラ行くのは大変との
意見が上がっているので、冬期間の集中講座も視野に入れてい
く。

実施内容

・周知方法の検討
・生活支援総合事業に関する住民向けの説明会開催
・養成講座の開催時期の見直し・検討
・養成講座の内容検討

継続

財源 共同募金、補助金（町）

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・日時①　平成30年8月7日
　　　　　　流しそうめんとフラワーアレンジメント　89名参加
　　　　②　平成30年12月8日
　　　　　　そば打ちとしめ縄　　56名参加
　　　　③　平成31年1月10日
　　　　　　もちつきとビンゴゲーム　　73名参加
　年々、子供、高齢者の参加人数が減少傾向となっている。

29年度評価 4.5

年３回開催

第2期　あずましプラン実施計画書

１．あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ⑩　世代間交流会の開催

目的・目標

　現代の社会情勢では、地域社会において世代間の交流機会が
減っている。世代を超えて様々な人々と関わることは、こどもの学
びや成長、高齢者の喜びや生きがいづくりに繋がり、地域の方々
と協力し支えあう経験を通し、豊かな人間関係を育み、成長してい
けるよう働きかける。

今までの
反省と評価

　地域福祉ネットワーク推進委員による実行委員形式の運営によ
り、社協主導から推進委員主導の体制が気づけてきている。中学
生や子ども会ボランティアの参加も年々増えており、地域福祉の
実践の場としてボランティア活動の理解が進んできていると実感し
ている。一方周知方法の不備など、参集に混乱させてしまうことも
課題としてある。

第２期の
基本的な

方針

　地域福祉ネットワーク推進事業として、今後もボランティアの参
加を呼びかけ、住民自らが主体的に継続して活動していけるよう
継続していく。

実施内容

・世代間交流会の開催
・交流会内容の評価・検討
・実行委員会による実施

継続

財源 自主財源、補助金（町）

役割と協働

町民

地域

社協

年３回開催

継続 年３回開催

継続 年３回開催

5年間の
具体的な
実施計画

継続 年３回開催

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

　ホームページ等への周知をしているが、新しい人材が集まること
は難しくなっている。現在のボランティアも、いつも同じ方が担って
いる状況もあり、養成研修等の見直しが必要となっている。
引き続き行政、関係団体と協力していきながら進めていきたい。

29年度評価 3.6

第2期　あずましプラン実施計画書

　１　あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ⑪　生活支援のための人材育成と発掘

目的・目標

　今後、地域福祉を支える地域住民による生活支援の知識やスキ
ルを高め、支え合いの体制を強化するとともに人材を発掘する。

今までの
反省と評価

・地域住民で支える地域づくりの取り組みが進んでいない
・サービスを必要としている人を把握していない

第２期の
基本的な

方針

　ボランティアセンターを活用し、ボランテイア育成とスキルアップ
や高齢者の社会参加に向けた活動への支援を行う。

実施内容

　・町民の生活支援サービスへの支援
　・ボランティアについての研修会
　・研修会の紹介（ホームページ、広報誌等）

継続

財源 共同募金、補助金（町）

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

実施

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

施設等 〇

行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・日時　平成30年11月27日　20名参加
・内容　「地域福祉の担い手強化のため、コミュニケーションス
　　　　　キルを学ぶ」
　　　　　講師　藤女子大学人間生活学科准教授　舟木　氏
　福祉施設等の職員に参加いただき一緒に学ぶ良い機会となっ
た。

29年度評価 4.3

年１回開催

第2期　あずましプラン実施計画書

１．あったかい心を育てる福祉でまちづくり

事　業　名 ⑫　スキルアップ研修会の開催

目的・目標

　福祉の担い手となる方々のスキルアップ向上を図るため、町内
福祉施設職員等を対象に、福祉職員としてのスキル等を学ぶ。今
後、互いに協力し月形町の福祉を支えていくための仲間づくりを
行う。

今までの
反省と評価

　参集人数が少ないため、一部の職員しか研修会を受けられてい
ない。背景には施設職員の職員不足があり、早めの周知や案内
が必要である。参加者に関しては、満足のいく内容と高評価であ
り、仲間づくりの場として、施設間の連携強化に繋がっている。

第２期の
基本的な

方針

　地域福祉ネットワーク推進事業として、今後も道のキャリアパス
支援等研修事業の助成を申請し、継続していく。

実施内容

・福祉施設職員等スキルアップ研修会の開催
・交流会の開催
・研修会、交流会の企画・内容の検討

継続

財源 自主財源、補助金（道・町）

役割と協働

町民

地域

社協

年１回開催

継続 年１回開催

継続 年１回開催

5年間の
具体的な
実施計画

継続 年１回開催

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

平成30年度実績
　心配ごと相談ーなし
　福祉総合相談ー5件
　　　　　(介護保険申請、退院後の在宅生活、奨学金の貸付相談)

  引き続き相談が気軽にできる機関であることを広報等で周知を
図る。

29年度評価 心配ごと　3.5　　福祉総合相談　3.8

継続

財源 社協自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ①　心配ごと相談・福祉総合相談

目的・目標

　広く住民の日常生活上のあらゆる相談に応じて、適切な助言、
支援を行い、福祉の向上を図る。また、福祉専門職による福祉総
合相談では、関係機関との連携し、解決していけるしくみ作りを行
う。

今までの
反省と評価

　住民に相談所の開設の周知が不足していること、また、相談員
への相談が同じ町民同士でしずらい時があることもあり、利用が
ない状況となっている。福祉総合相談については、介護や福祉
サービス利用の身近な相談は多くなっており、専門職による説明
と関係機関へつなぐことができている。

第２期の
基本的な

方針

　アンケートの結果でも「気軽に相談できるしくみづくり」が求めら
れており住民への周知を行うと共に、相談しやすい環境整備や親
切丁寧な対応を行う。また、相談員の資質向上のため、研修会等
を行う。福祉総合相談については、関係機関との連携を継続して
いくとともに、行政と一緒に解決していけるしくみづくり体制をつく
る。

実施内容

・心配ごと相談所開設
・相談員研修会
・住民周知のための広報活動
・専門職による福祉総合相談体制の整備
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等

〇 行政 〇

〇

継続

財源 自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ②　ＳＯＳネットワークシステムの活用

目的・目標

　徘徊症状により所在不明な高齢者（主に認知症）をすみやかに
発見し、保護するとともに、本人・家族へ適切な支援を提供する。

今までの
反省と評価

　小規模の町である為、いざというときにＳＯＳネットワークとして機
能するのかが課題となっている。

第２期の
基本的な

方針

　警察署・保健所・市町村・消防署等の関係機関と、更なる連携強
化を図り、捜索時に迅速かつ適切な対応をできるようにする。近所
同士の見守り等で、事故を未然に防ぐ体制も構築する。

実施内容

・関係機関との連携強化
・保護後における本人及び家族への再発防止に向けての支援

22



 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・胆振東部地震時に行政と連携し、見守り対象者、福士有償運送
　対象者宅への安否確認を実施。必要に応じて水の配布もおこ
　なっている。
・災害時の見守りについて、行政区や見守りサポーターとの意見
交換や今後の連携について会議や研修会を行っている。

29年度評価 3.9

継続

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続・検討

継続 災害を想定した訓練の実施

第2期　あずましプラン実施計画書

２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ③「見守り推進事業」の対象者への支援

目的・目標

　災害時に、見守り推進事業の対象者に的確な指示ができるよ
う、日頃から行政区や見守りサポーター等と情報交換をしながら
連携強化を図る。

今までの
反省と評価

　行政区や見守りサポーターとの連携が不十分なこともあり、災害
時を想定した一連の動きを確認し合えていない現状にある。

第２期の
基本的な

方針

　事業内容の見直しにあたり、関係災害を想定した一連の動きを
確認する。災害時を想定した訓練を実施することで、緊急事態へ
の対応を迅速に行えるようにする。

実施内容

・事業内容の見直し
・行政区や見守りサポーターとの連携強化
・災害時を想定した訓練の実施
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度実施内容
振り返り

9月6日の地震時
・安否確認の共有
・在宅障がい者への食事提供
・緊急的にショートステイ、病院への受け入れ
・自家発電機の貸出し
・電気が使える施設での冷蔵庫等の利用
それぞれの施設同士で情報共有している。今後改めて施設間の
連携強化が必要である。

30年度評価

29年度評価 3.6

第2期　あずましプラン実施計画書

　２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ④　福祉施設との連携強化

目的・目標

　町内は福祉施設が多数あり、災害時等の地域住民の受け入れ
について連携強化するとともに、支援体制のネットワークづくりを
進めていく。

今までの
反省と評価

　今までは、各施設や行政が中心に進めており、今後は社協も含
めた支援のネットワークづくりを進め、住民への防犯・防災に関す
る支援が必要。

第２期の
基本的な

方針

　各福祉施設と行政の体制や機能について確認し合い、町内会等
を含めてネットワークづくりを進める。

実施内容

　・住民への周知（広報誌、ホームページ等）
　・協議会の開催

継続

財源 自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

検討

実施

 24



 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

7月31日　 6名参加　ジンギスカン鍋、おにぎり、果物
11月29日　5名参加　タラ鍋、卵焼き、こばん、果物
3月　7日　 4名参加 手打ちそば、ゼリー等

3月に試行的にあずまし食堂で会食している。31年度は、あずまし
食堂で昼食会を行っていく。

29年度評価 4.2

継続

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ⑤　ふれあい昼食会

目的・目標

　高齢者等、調理支度が困難な方の配食サービス事業において、
利用者の意見や食生活の状況を把握することで、配食弁当の内
容やサービスの向上に活かす。また、参加者やボランティアが一
同に介して楽しく食事をすることによって、食生活の改善及び健康
の増進、並びに地域社会との交流や孤独感の解消、閉じこもり防
止を図ることを目的とする。

今までの
反省と評価

　新たな交流の場となってきているが、参加者が限られていて、新
規参加者がほとんどいない現状となっている。サービスを必要とし
ている人、閉じこもりがちな人たちへの声かけ、昼食会の見直しを
検討する必要がある。

第２期の
基本的な

方針

　孤立高齢者をつくらないための取り組みであり、参加者同士やボ
ランティアとが食事会以外の場でも繋がりを持てるよう、より交流し
やすい昼食会を検討し、また家庭での食事とは違った雰囲気づく
りや演出を行い、満足度の高い昼食会を目指す。

実施内容

・ふれあい昼食会の企画及び開催
・配食事業者を交えたふれあい昼食会の検討

25



 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

毎月第3木曜日開催（４月、８月休み）
・メニューから調理まで、ボランティアによる提供。
・毎回40食完売　延べ　376名に来ていただいている。
　１食500円で提供
・高齢者、役場職員に来ていただいている。年齢問わず来ていた
だけるようＩＰでの周知行う。毎回、交流の場として参加者が増えて
いる。

29年度評価 4.4

第2期　あずましプラン実施計画書

　２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ⑥　あずまし食事会

目的・目標
　地域の飲食店が減少していく中、ボランティア等による昼食の提
供を行いながら住民同士の地域交流を図る場の提供を行う。

今までの
反省と評価

　参加者の世代や住んでいる地区等で仕切られている集まりが多
く、広い意味での「交流の場」が少ない現状にある。

第２期の
基本的な

方針

　多世代が食事を通して気軽に交流することができる、参加者主
体の居心地の良い場所をつくるための支援を行う。

実施内容

実施に向けた検討課題
・拠点探し
・事業内容の検討

新規

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

検討

検討・試行
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

別紙参照

29年度評価 4.6

継続

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ⑦　町内会でのサロンの開設

目的・目標

　気軽に楽しくおしゃべりをしたり、健康体操・子育ての相談・情報
交換・趣味活動などを通して、地域の中での居場所作りや仲間作
りを行う。

今までの
反省と評価

　今までは社会福祉協議会の職員が主体となって活動内容の提
示や進行等行ってきた。本来は住民主体で運営することが目的な
為、今後は「サロンとはどういうことなのか」について再確認しなが
ら、住民主体で運営出来るように進めていきたい。

第２期の
基本的な

方針

　活動内容にこだわらずもっと住民同士が気軽にお話ができたり、
悩み事を相談できるような体制作りを行っていく。

実施内容

・「サロンとはどういうことなのか」について各サロンに説明やアン
ケート調査を実施し、再確認をする
・事業内容の見直し、検討
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

継続

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ⑧　土曜日サロン（障がい者）

目的・目標

　地域で障がいのある方を対象に、社会参加や交流の場づくりを
目的とする。サロンの中で個々の役割を見つけ、やりがいのある
サロン活動を運営する。

今までの
反省と評価

　参加者一人ひとりが役割をもってサロンに参加するまでには至っ
ていない現状にある。サロンの中でやりがいを感じられるように支
援を行うことが課題となっている。

第２期の
基本的な

方針

　新規の参加者を発掘して交流の輪を広げ、気軽に話せる仲間に
会いに行ける拠点づくりを目指す。

実施内容

・ニーズの把握
・実施内容の検討
・サロンの場の企画、提供
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

別紙参照

29年度評価 4.3

継続

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ⑨　まんまるカフェ（母子）

目的・目標

　子育て中の親子が、子育てに関する考えや悩み等を育児に励む
親同士相談や、情報交換しながら交流を図ることを目的とする。ま
た、地域のボランティアとの交流によって子育て中の孤独感を解
消し、子育てを楽しみ、育児者の心を休めることも目的とする。

今までの
反省と評価

　居住年数の浅い子育て中の親子が、ボランティアとの交流を通
して地域へ入っていくきっかけとなり、地域の安心度を感じられる
場とするためには、地域のボランティアや子育て世帯同士の交流
を活発にし、参加者への主体意識を促す工夫が求められる。

第２期の
基本的な

方針

　参加者の意見を聞き、その意向を反映した事業を実施すること
で、参加者主体の子育てサロンを推進する。

実施内容

・ニーズの把握
・実施内容の検討
・サロンの場の企画、提供

29



 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

継続

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ⑩　男の料理教室

目的・目標

　どこの家庭にもありそうな食材を使用し、家庭料理を作り、参加
者の「生活力」に自信をつける。料理をしたことのない方も気軽に
参加できる内容で、健康的な食生活を習慣に出来るよう、正しい
食材の選び方や栄養学などの知識を身につけることを目標とす
る。

今までの
反省と評価

　一人ひとりが主体的に料理に取り組む環境が整っていなかっ
た。また、現在の参加者が高齢者の為、時間の見直しや事業内容
について再度見直しが必要。（料理の基礎を伸ばすためには、少
人数でしっかりと指導した方が良い）

第２期の
基本的な

方針

なかなか外出する機会が少ない男性に、多世代で主体的に交流
する機会と場を作り料理の知識や技術を高めてもらう。

実施内容

・事業内容の見直し、検討

30



 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

新規

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

本格実施

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

検討

検討・試行 一部試行（できるところから）・検討

第2期　あずましプラン実施計画書

２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ⑪　介護者サロン

目的・目標

　普段、家族等の介護をしている介護者のレスパイトケアを目的と
して開催する。介護等に関する悩みを相談するだけでなく、心を休
める場所としての機能も果たす。

今までの
反省と評価

　町内会単位、親子を対象にしたサロンは開催しているが、家族
等の介護を行っている介護者を対象にしたサロンは開催できてい
ない。

第２期の
基本的な

方針

　サロン運営に向けて、対象者の人数とニーズ調査を行う。介護
者が集い、介護等に関する悩みを気軽に相談し合える拠点づくり
を進める。

実施内容

・ニーズの把握
・実施内容の検討
・サロンの場の企画、提供
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度実施内容
振り返り

　行政と一緒に空き家探しをしているが、見つからなかった。
次年度以降も拠点としての場所を見つけていきたい。

29年度評価 4.2

30年度評価

一部試行（できるところから）・検討

第2期　あずましプラン実施計画書

　２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ⑫　あずまし交流プラザ拠点の設置と運営

目的・目標

　介護予防を主とした町民が主体的に運営する拠点づくりと、誰も
が気軽に協働しながら交流する仕組みづくりを行う。

今までの
反省と評価

　介護保険事業の一環として、従来のサロン活動を充実させるとと
もに、住民主体で運営する拠点づくりによる「多世代の集まる場づ
くり」が求められている。

第２期の
基本的な

方針

　住民が多世代で主体的に交流する機会と場をつくり、介護予防
を主に活動する拠点として、「あずまし交流プラザ」を設置する。

実施内容

実施に向けた検討課題
・検討会議（あずましプラン推進会議）の設置
・拠点探し
・事業内容の検討

新規

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

本格実施

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

検討

検討・試行
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・見守り対象者　６６名（３月１日現在）
・見守りサポーター１２名
・毎月第１火曜日　定例会議（福祉課、ケアマネ、社協）
・見守りサポーター意見交換会　３か月毎開催
年々、対象者が減少している。（死去や転居等による）事業が５年
たち、対象者の変化が出ている。（認知面、疾病等）

29年度評価 4.2

継続

財源 町依託料

役割と協働
町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

２．ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ⑬　地域見守り推進事業（町受託事業）

目的・目標

　町全体で見守りの体制づくりを行い、孤立化や孤独死の未然防
止を図ることにより、安心して住みなれた地域で暮らしていける体
制づくりを行う。高齢者が気軽に相談できる場所（相手）を確保し、
見守り事業を通して孤立化を防止し、さらに地域での自然なかた
ちで声かけや隣近所のつながりの強化を図る。

今までの
反省と評価

　地域住民からの情報提供も増えてきており、少しづつ事業理解
が浸透してきている。しかし、支援が必要と思われる潜在化された
方は多くいると考えられ、今後も継続して事業周知をしていく必要
がある。また、支援の担い手である見守りサポーターは増えてきて
いるが、支援の対象となる方を全て引き継ぐには不足している状
況である。住民同士の助け合い、支え合いを実現していく上でも、
今後もサポーター募集を呼びかけていく必要がある。

第２期の
基本的な

方針

　町の受託事業のため、町のふれあい見守り推進事業の実施要
綱に基づき今後も継続していく。

実施内容

・70歳以上の一人暮らしの高齢者世帯、75歳以上の高齢者のみ
の世帯、一人暮らしの障がい者で、声かけや安否確認などの見守
りが必要な方を対象に、職員や見守りサポーターで訪問や電話に
よる安否確認のほか、状況確認を行う。
・見守りサポーター意見交換会の実施
・関係機関による見守り定例会議の実施
・広報、ホームページによる事業周知
・見守りサポーターの募集の呼びかけ
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

継続

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

２　ずっとここで幸せに暮らしていける仕組みづくり

事　業　名 ⑭　生活支援コーディネーターの配置

目的・目標

　高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進していくことを
目的とし、地域において生活支援・介護予防サービスの提供体制
の構築に向けたコーディネート機能を果たす。

今までの
反省と評価

　買い物支援アンケート調査や学習会を行ってきたので、今後は
協議体のメンバーと協力しながら買い物支援やその他の困りごと
に対して既存のものも活用出来るようなサービス支援を考える。

第２期の
基本的な

方針

　住民ニーズと社会資源のマッチング、支援体制の充実、強化を
図るために民間とも協働して支援体制を構築していく。

実施内容

・買い物支援サービスの内容検討・実施
・エーコープ販売等の具体的な内容、支援対策
・常設サロンの定期開催

34



 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

登録人数　２７人　(前年度-１０人)

12月　実施人数　３人　延べ件数　７件
１月　実施人数　４人　延べ件数　８件
２月　実施人数　６人　延べ人数７件
今年度もサトニクラスさんに業務委託している。

29年度評価 3.8

継続

財源 町受託事業、社協自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

3  まちに広がる笑顔のサポート体制づくり

事　業　名 ①　福祉除雪サービス

目的・目標

　高齢者や障害者世帯へ冬期間の除雪が困難で、支援が必要な
世帯に対し、除雪サービスを実施し、日常生活の維持及び緊急時
における避難経路の確保を図るとともに、高齢者等の世帯の経済
的支援及び冬の暮らしの安全確保を行う。

今までの
反省と評価

　年々、除雪作業を担う人又は業者がなく、募集しても集まらな
い。2年前より、建設業の業者に人を出していただいている状況と
なっている。
就労A事業所の利用者が、働く場として打診があったが、時間の
制約や緊急時の対応等が合わないこと、また、除雪作業のやり方
などの習得が得られていないことで検討中となっている。

第２期の
基本的な

方針

　元気な高齢者、障がい者の働く場として、積極的に受入を行う。
世代をこえての働く場の確保の仕組みづくりを行う。

実施内容

・除雪対象者の登録、申請(町内会、民生委員に協力依頼)
・担い手の募集、関係団体との協働
・生活支援サービスへの導入
・除雪申し込み時の調整
・利用料、受託料の取りまとめ
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

３月１１日現在
　利用者数２３名（前年度+４名）
　延べ利用食数　2017食
　行事弁当　5月25日　シュークリーム・プリン
　　　　　　　　8月24日　くずきり甘夏
　　　　　　　　10月29日　かぼちゃアンパン・おさつカスタード

29年度評価 4.3

回数、ボランティアでの調理検討

第2期　あずましプラン実施計画書

3 まちに広がる笑顔のサポート体制づくり

事　業　名 ②　配食サービス

目的・目標

　高齢者が食に関し、自立した生活が送れるよう、その必要なもの
に対し、定期的に食事を届けることにより、食生活の改善を通じて
健康保持を図るとともに安否の確認、配食を通じてコミュニケー
ション及び高齢者の福祉の向上を目的とする。

今までの
反省と評価

　平成24年度より、週2回から3回へ変更となり利用者も少しずつ
増えているが、毎日のサービスや疾病による食事の対応はできて
ない。
弁当を作っている業者の撤退により、作るお店が1件しかない状況
となっている。お弁当はボランティアが運んで安否確認をしていた
だいている。また、定期的におたよりの発行、会食会や、季節に合
わせたお菓子の配布を行い喜ばれている。

第２期の
基本的な

方針

　今後、町の受託事業として行っていくのか、配食サービスの回
数、弁当の内容等検討が必要となる。地域包括ケアシステム体制
の整備により、地域に合った配食サービスを提供できるよう検討

実施内容

・ボランティアによる配達と安否確認
・定期的な施行調査や、毎月のおたよりの発行
・定期的な会食会の実施
・ボランティアによるお弁当作りの検討

継続

財源 町受託料、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

受託事業検討

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度実施内容
振り返り

別紙参照

29年度評価 評価なし

30年度評価 評価なし

継続

財源 社協自主事業

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

3  まちに広がる笑顔のサポート体制づくり

事　業　名 ③　福祉有償運送

目的・目標

　満65歳以上及び心身の障がい並びに疾病等の理由により歩行
が困難な者や移動の制約を受ける者に対してリフト式車輌及びセ
ダン型車両による移送サービスを提供し、福祉の向上を図ること
を目的とする。

今までの
反省と評価

　年々ニーズの高い事業となっているが、周知が足りなく移動手段
に不便と感じている住民が多い。また、訪問介護事業の業務と一
緒に車を使っており、希望の時間に人や車を調整できない場合が
出ている。

第２期の
基本的な

方針

　日常的な生活支援がカバーできるようサービスを提供する。ま
た、住民のニーズにより、関係団体や社会福祉法人との連携した
サービスを提供する。

実施内容

　・移送サービスの住民、関係機関へ周知
　・移送申し込みの調整、車の整備
　・移送サービスの実施
　・陸運局への申請、月形町運営協議会との連携
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度実施内容
振り返り

利用者　3名(高齢者1名、障がい者2名)
生活支援員　2名

毎月　4件利用　延べ44回利用

29年度評価 評価なし

30年度評価 評価なし

財源 自主財源

継続

役割と協働

町民

地域

社協

生活支援員の育成、利用者のニーズ調査

継続 生活支援員の育成、利用者のニーズ調査

継続

今までの
反省と評価

　利用者のニーズや制度の住民周知がされていない。また、道社
協の受託事業となっていることで、申請しても利用できるまで日時
がかかったり、審査が厳しくなってきている。

第２期の
基本的な

方針

　制度の周知を住民にすると共に、相談体制や制度申請へ早い
対応を行う。また、道社協との連携、生活支援員の担い手の育成
を行う。厳しい人材確保、委託料等の課題もあるが、利用を必要と
している方々へ支援ができる体制をとる。

実施内容

・利用者への支援(相談、調査、契約等)
・支援計画策定
・生活支援員の登録、育成
・モニタリング、評価
・住民への制度周知、普及

生活支援員の育成、利用者のニーズ調査

5年間の
具体的な
実施計画

継続 生活支援員の育成、利用者のニーズ調査

継続 生活支援員の育成、利用者のニーズ調査

第2期　あずましプラン実施計画書

3　まちに広がる笑顔のサポート体制づくり

事　業　名 ④　日常生活自立支援事業(道社協受託事業)

目的・目標

　高齢や障がいにより日常生活の判断に不安のある在宅で生活し
ている方への福祉サービス利用援助、日常的金銭管理サービス、
書類等の預かりサービスをし、権利擁護の視点から日常生活支援
を行う。
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価 評価なし

30年度実施内容
振り返り

基本計画２-①再掲

29年度評価 評価なし

継続

財源 社協自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

3　まちに広がる笑顔のサポート体制づくり

事　業　名 ⑤　心配ごと相談・福祉総合相談

目的・目標

　広く住民の日常生活上のあらゆる相談に応じて、適切な助言、
支援を行い、福祉の向上を図る。また、福祉専門職による福祉総
合相談では、関係機関との連携し、解決していけるしくみ作りを行
う。

今までの
反省と評価

　住民に相談所の開設の周知が不足していること、また、相談員
への相談が同じ町民同士でしずらい時があることもあり、利用が
ない状況となっている。福祉総合相談については、介護や福サー
ビス利用の身近な相談は多くなっており、専門職による説明と関
係機関へつなぐことができている。

第２期の
基本的な

方針

　アンケートの結果でも「気軽に相談できるしくみづくり」が求めら
れており住民への周知を行うと共に、相談しやすい環境整備や親
切丁寧な対応を行う。また、相談員の資質向上のため、研修会等
を行う。福祉総合相談については、関係機関との連携を継続して
いくとともに、行政と一緒に解決していけるしくみづくり体制をつく
る。

実施内容

・心配ごと相談所開設
・相談員研修会
・住民周知のための広報活動
・専門職による福祉総合相談体制の整備
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

民生委員
生活困窮者事業所

30年度評価 評価なし

30年度実施内容
振り返り

貸付件数　２件(前年度-3件)

 貸付時、償還時社協相談員と面談実施。生活状況について話し
ている。

29年度評価 評価なし

継続

財源 　社協自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

3  まちに広がる笑顔のサポート体制づくり

事　業　名 ⑥　生活福祉資金貸付(道社協、月形社協)

目的・目標

　他の貸付制度が利用できない低所得者や障がい者世帯、高齢
者世帯に対し、資金の貸付と必要な相談・支援により経済的自立
と生活の安定を目指す。道社協で行っている貸付制度では、町社
協が相談窓口となり民生委員の相談窓口を行う。また、月形社協
の貸付制度では、緊急一時的な貸付についても対応を行う。

今までの
反省と評価

　住民への制度の周知不足、保証人の問題等あり、生活に困窮し
ている世帯への支援ができていない状況である。貸付相談につい
ては、専門職による相談体制の整備を行い、返済時の生活相談
や自立生活について支援されている。

第２期の
基本的な

方針

　住民や関係機関へ制度の周知を行い、貸付相談、支援が必要
な方々へ行える体制を整備する。また、行政との連携を行いなが
ら、生活困窮している世帯の生活安定を支援していく。

実施内容

住民、関係機関への事業周知
　道
・貸付相談、申請、道社協、民生委員との連絡調整
　町
・貸付相談、申請、償還、行政・関係機関(生活困窮者支援)との連
携
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

基本計画2－⑭　再掲

29年度評価 3.8

地域資源調査やサービスの開発協力

第2期　あずましプラン実施計画書

3　まちに広がる笑顔のサポート体制づくり

事　業　名 ⑦　生活支援体制整備事業への協力

目的・目標

　高齢者世帯が増えている中、生活支援、介護予防サービス、高
齢者の社会参加を地域全体で考えながら支援していくことを目指
し、コーディネーターの配置や、協議会の設立を行い、地域包括ケ
アシステムを作っていく。

今までの
反省と評価

　平成27年度より、立上げ準備、28年度より法改正移行による、生
活支援コーディネーターの配置を社協に委託となっている。住民
や、関係機関との連携による協議会が始まっている。

第２期の
基本的な

方針

　地域包括ケアシステムを作っていくには、地域の自主性や主体
性を持つために意識の改革を行い、地域の特性に応じた住まい・
介護・医療・生活支援、介護予防の仕組みを作っていく。

実施内容

・生活支援協議会の運営協力
・地域資源の発掘と取り組み

継続

財源 町受託料(人件費、事業費)

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続 協議会運営協力

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

生活支援サービス（有償）事業
・登録者　２名
・実施状況　ごみの分別、買い物代行　２回利用

　有料となると利用を考える方が多い。今後も引き続き事業周知
が必要。広報、ホームページ等で周知をしていく。

29年度評価 4.3

第2期　あずましプラン実施計画書

　３　まちに広がる笑顔のサポート体制づくり

事　業　名 ⑧　生活支援サービスの整備、充実 ・ 生活支援サービス（有償含む）

目的・目標

　介護保険サービス外の支援サービスについて有償での在宅福
祉サービスのあり方を検討するとともに、社協における有償サービ
スを推進し、多様なニーズに対応した生活支援の充実を実現す
る。

今までの
反省と評価

　社協の実施している生活支援サービスについての情報提供や
周知が不足していたことで、そのニーズを把握しきれていない状
況にある。

第２期の
基本的な

方針

　地域の実情に応じた様々なサービスの開発・実施を関係機関と
の協働により支援していく仕組みづくりを進める。

実施内容

　・住民座談会等での周知
　・社協の生活支援サービスの周知（広報誌、ホームページ等）
　・研修事業の開催（担い手の育成等）
　・サービスの開発

継続

財源 自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

実施・検討 従来の事業の継続，有償化の検討

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・訪問介護(老人、障がい者)、行動援護、重度訪問介護
　利用者　老人13名　訪問回数延べ　1,274　回（２月末現在）
　障がい者12名　　　訪問回数延べ　1,314回（２月末現在）
・地域活動支援センター
　利用者（障がい者）　8名
　共生型（高齢者）利用者　１名

２事業とも、利用者減、報酬減、職員減は続いている状況。

29年度評価 評価なし

継続

財源 自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

3　まちに広がる笑顔のサポート体制づくり

事　業　名 ⑨　訪問介護、居宅介護、移動支援、地域活動支援センター

目的・目標

　介護保険法、障害者総合支援法に基づき、入浴、排泄、食事の
介助、移動その他生活全般にわたる介護や支援を行う。地域活動
支援センターは障がい者の日中活動の場として創作活動、余暇活
動支援を行う。

今までの
反省と評価

　町内に1つしかない訪問介護事業所、支援センターであり、利用
者減員の中、職員体制を整え、年中無休の体制等をとっている。
また、職員の資質向上を目的に施設内、外研修を開催している
が、どのサービスも利用者の減員、報酬減、職員不足となってい
る。

第２期の
基本的な

方針

　関係機関と連携をとりながら、質の良いサービスを提供できるよ
う職員体制を整える。また、社協で運営しているメリットを活かし、
地域福祉推進で一緒に協働していけるようにする。

実施内容

・訪問介護(老人、障がい者)、行動援護、重度訪問介護
・地域活動支援センター
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

基本計画1-②再掲

29年度評価

第2期　あずましプラン実施計画書

　４　しっかりスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名 ①　住民座談会の開催・運営

目的・目標

　地域福祉を進めていくうえで中核となる町内会との協働体制を
強化する。

今までの
反省と評価

　周知不足と住民の福祉理解が得られず、町民との福祉課題につ
いて共有することが難しい状況になっている。

第２期の
基本的な

方針

　地域福祉の推進の基盤は町内会活動であり、理解と協力、事業
の協働化を目指す。

実施内容

　・座談会の周知と開催
　・あずまし推進会議への報告

継続

財源 自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・　ホームページ　毎月5日　更新
・ 広報「ふれあい」
　　平成30年7月、10月、12月、31年3月　4回

広報、ホームページ共に住民の皆さんへの情報提供となってい
る。また、ＩＰ電話での事業のお知らせも効果が出ている。

29年度評価 4.1

継続

財源 共同募金、自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

4  しっかりとスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名
②　福祉情報の提供
　　社協だより「ふれあい」の発行（年4回）
　　ホームページ等での情報発信

目的・目標

　地域住民、関係機関へ地域福祉推進のための情報を提供し、事
業の協力、協働を行っていける体制づくりを目指す。

今までの
反省と評価

　平成25年度から毎月広報誌ふれあいを発行、28年度には、ホー
ムページ開設も行い、情報発信を行っている。少しずつ住民に見
ていただいているとの声が聞かれている。

第２期の
基本的な

方針

　情報発信のツールとして継続して広報活動を行う。情報提供が
遅くならないようにする。また、情報発信には他の団体等とネット
ワークづくりをしていきながら、住民にわかりやすい形で提供す
る。

実施内容

・　広報誌「ふれあい」　年4回発行(5、9、12、3)
・  ホームページ更新(毎月1回)
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度実施内容
振り返り

・民生委員・児童委員協議会の参加
　5、7、8、11、12、1月参加
・配食サービス申請の動向訪問　　3件
・見守り事業、日常生活自立支援事業の情報提供と連携。

30年度評価

29年度評価 情報の共有化　3.9、民生児童委員協議会への参加　3.5

継続

財源 社協自主事業

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

4  しっかりとスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名
③　地域の実態や福祉ニーズの把握、情報の共有化と活動
　　民生児童委員協議会への参加

目的・目標

　地域の福祉実態やニーズ、問題等について、関係機関との共有
を図り、地域福祉の推進を進めていくためのネットワーク作りを行
う。また、民生委員・児童委員との協力体制を強め、それぞれの地
域課題について解決できるようにしていく。

今までの
反省と評価

　その都度、支援が必要になった時に協力体制をとっている状況
であり、日頃からの担当地区の状況や課題解決に向けて話をする
関係が整っていない状況である。

第２期の
基本的な

方針

　定期的に民生委員・児童委員協議会の参加により、地域の情報
や社協情報の共有化を図り、地域の課題について一緒に解決し
ていくような協力体制を整える。

実施内容

・民生児童委員協議会への参加
・情報の共有と定期的な報告、連絡を行う
・サロン、配食、除雪、見守り事業等の情報提供
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

・6月　財務諸表、現況報告書の公開
・8月21日「あずまし会議」開催。社会福祉法人等　6法人出席
・3月25日運営協議会にて事業推進について説明予定

　あずましプランが2年目を終える中、次年度以降の事業実施につ
いて検討が必要となっている。（人口減、担い手不足等）

29年度評価 基盤整備　3.7、プランの推進3.6、地域ケアシステム　3.7

第2期　あずましプラン実施計画書

4  しっかりとスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名 ④社協の基盤整備、あずましプランの推進、地域包括ケアシステムの構築

目的・目標

　経営組織や財務規律の強化、地域における公益的な取組み実
施等が求められる中、今後の事業、組織運営のあり方を見据え必
要な対応を図りながら住民からの福祉のまちづくりへの期待に応
えるため、より一層の事業推進を行い、理解と協働を得ながら地
域福祉の仕組みづくりを目指す。

今までの
反省と評価

　社協運営整備について、行政や関係機関との協議や役割の確
認等をしてきているが、今後も継続し地域福祉の推進する団体と
しての協働体制を行う。

第２期の
基本的な

方針

　あずましプランの推進に向けて、社協体制の強化を行う。役員体
制の強化、職員の意識改革、専門職の配置等行政との連携のも
と社協の存在を、しっかりと確立をしていく。また、地域包括ケアシ
ステムに向けて社協事業の見直しについても行政と連携していく。

実施内容

・制度改革による評議員、理事体制の組織強化
・地域貢献活動の具体的内容の検討
・住民への社協組織の周知、協力体制の整備

継続

財源 自主財源、町補助金

役割と協働

町民

地域

社協

新役員による組織体制の整備

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続 新役員による組織体制の整備

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

推進協議会ー5月、7月、3月
世代間交流会
　8月　流しそうめんとフラワーアレンジメント　89名参加
 12月　そば打ちとしめ縄　56名参加
　1月   もちつきとフラワーアレンジメント 73名参加
新任研修会ー6月、7月実施

29年度評価 福祉ネット　4.2、関係機関等との連携　3.7

継続

財源 共同募金、町補助金(事業費)

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

4  しっかりとスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名
⑤　地域福祉ネットワーク推進事業
　　福祉団体・関係機関等との連携

目的・目標

　住民福祉に関する事業及び活動のより活性化と効率化を目指し
関係団体、機関並びに住民相互の連携を図り地域福祉の一層の
推進を強化する。

今までの
反省と評価

　関係機関・団体が地域福祉推進に向け、事業の参加や情報提
供をし連携機能が強化されているが、地域の問題について理解
し、主体的に関わって協働していくことは難い状況となっている。

第２期の
基本的な

方針

　１期計画を継続した形で、協議会、各研修を実施する。各機関・
団体がそれぞれの機能を活かした企画立案の推進を図り、住民と
一緒に活動ができるよう強化をする。

実施内容

・推進会議(年４回)
・推進委員研修
・新任職員研修(施設、企業、行政等)
・施設等の職員、ボランティアスキルアップ研修会
・世代間交流会(年３回)
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度実施内容
振り返り

運営会議ー5月実施
個人ボランティア登録　98名
団体ボランティア　10団体
事業ーボランティアセンター祭り　11月17日開催
　　　　　「月形の歴史について」

29年度評価 3.7

30年度評価

第2期　あずましプラン実施計画書

4  しっかりとスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名 ⑥　ボランティアセンターの充実

目的・目標

　住民の主体的な地域活動参加を促進していくために、地域組織
の基盤整備や、地域課題に取り組む先進的な活動への支援を行
い、活動を通して活動者自身が生きがいを持ち、学びや成長を得
られるようにする。また、住民活動により、まちづくりの推進を図っ
ていく。

今までの
反省と評価

　ボランティアセンター事業の住民周知が足りない状況である。住
民のニーズを聞き、自分たちのできることを発揮する場の提供、取
組みがされていない。リーダーの育成が遅れている。

第２期の
基本的な

方針

　町内全体でボランティアの活動への価値を深め、推進、支援して
いく環境整備ををセンターで整えていく。活動者のつながり、まとめ
役としての機能、ボランティア教育、リーダーの育成等の支援を行
う。

実施内容

・町民への周知、ボランティア登録
・ボランティアセンター運営委員会の開催
・学習の機会、研修会の開催

継続

財源 共同募金、町補助金(事業費)

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

　平成31年3月23日開催のボランティアミーティングにおいて、新
規立ち上げ予定。

29年度評価 なし

継続

財源 共同募金、町補助金(事業費)

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

検討 ボランティア団体へ説明

新規・立上げ

第2期　あずましプラン実施計画書

4  しっかりとスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名 ⑦　ボランティア連絡協議会設置

目的・目標

　地域包括ケアシステムの推進を進めていく中、ボランティアの必
要性は不可欠になっており、団体ボランティア同士の交流を通し
て、地域福祉推進を図っていく。

今までの
反省と評価

　ボランティアセンター運営や活動に関する啓発、推進はしている
が、団体同士の意見交換、交流、事業開発等は行っていない状況
である。ボランティア同士の活動により、自らの活動を考えて行動
していけるようにしていく必要がある。

第２期の
基本的な

方針

　新たなボランティア同士のつながりを作り、地域の中で活躍して
いけるようネットワーク作りを強化し、ボランティア教育、育成を
行っていく。

実施内容

・ボランティア団体、実践者の把握
・勉強会、意見交換会の開催
・連絡協議会の開催
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

基本計画3-⑧再掲

29年度評価 2.5

実施可能な地域や内容から実施

第2期　あずましプラン実施計画書

　４　しっかりスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名 ⑧　在宅ケアに係る住民の有償サービスの検討

目的・目標

　住民主体による在宅ケアづくりを進めるために、在宅ケアの方法
やみんなで考える機会や場づくりを進めとともに、支え合う一つの
方法として「サービスの有償化について考える。

今までの
反省と評価

　住民主体の在宅ケアについて、無償化が推奨されてきたが、ボ
ランティアへの依存度が高まるとともに、担い手不足も顕著とな
り、有償化の意向も強まってきている。そこで、具体的な内容の検
討や決定は地域が主体となって協議することを前提とした住民同
士での検討する場が今後必要とされている。

第２期の
基本的な

方針

　あずましプラン推進会議で検討し、地域住民へ住民主体の有償
サービスのあり方について協議題を提起する。
住民座談会等で住民の話し合いをサポートしていく。

実施内容

　・あずましプラン推進会議で検討
　・住民座談会等で話し合う
　・町内会・行政区への話題提供や話し合いの場の設置にかかる
　 協力依頼

継続

財源 自主財源、共同募金

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

検討 時間をかけてじっくり検討する

新規・検討
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度実施内容
振り返り

あずまし会議
　平成31年8月21日　開催　社会福祉法人等6団体出席
　　社会福祉法人等の地域貢献活動の取り組み状況について協議

　会議での協議により、各法人、団体の地域ニーズの把握ができて
いる。

29年度評価 事業開発2.9、会議設置3.7

30年度評価

実施可能な事業の開始と継続的検討

第2期　あずましプラン実施計画書

　４　しっかりスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名
⑨　関係法人・団体との事業開発
　　あずまし会議の設置

目的・目標

　社会福祉法人等の社会資源を活用した地域貢献活動を支援し、
住民ニーズに応えたまちづくりを行う。

今までの
反省と評価

　社会福祉法人の地域への貢献活動について、その意向を把握す
ることなく、町民のニーズを踏まえた協働の場づくりが今までできな
かった。１６年１０月に理事者との面接を中心としたアンケート調査
を実施したことで、法人側の意向を把握することができ、その意向
に沿って実現に向けた建設的な協議の場を設置することとする。

第２期の
基本的な

方針

　地域の社会資源をつなぐためには、社会福祉法人との連携・協働
は不可欠である。町民の意見や活動に応えるためにも、社会福祉
法人等との事業連携を強化することで「あずましプラン」を推進す
る。

実施内容

テーマ別会議の開催
・移送支援、避難所の提供、サロン等での介護予防のためのレク
レーション指導、子どもたちの福祉体験学習の場の提供と指導、独
居老人の鍵の預かり、サロンの場の提供と指導、各種研修会の講
師派遣など、各法人で取り組み可能なテーマについて、テーマ別に
その実現に向けて協議する会議を運営し、協働して事業化を目指
す。

継続・検討

財源 自主財源、事業化に当たっては実施主体等と協議

役割と協働

町民

地域

社協

同上

継続・検討 同上

継続・検討・評価 ３期計画策定に向けた評価を含む

5年間の
具体的な
実施計画

検討 取り組み可能なテーマから始める

新規・検討
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度評価

30年度実施内容
振り返り

法人体制
　理事会　6月、9月、12月、3月
　評議員会　6月、3月予定
　交流センター指定管理申請中
会費状況　一般会費　1,329世帯（加入率　90.1％）
　　　　　　　賛助会費　34企業、特別会費　8法人、個人1
職員研修ー毎月1回実施。そのほか外部研修参加

29年度評価 4.2

継続

財源 自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

継続

継続

5年間の
具体的な
実施計画

継続

継続

第2期　あずましプラン実施計画書

4  しっかりとスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名 ⑩　法人体制の強化、職員の育成

目的・目標

　適切な法人運営のための組織強化をし、会費の有効活用をする
とともに介護保険事業等を含めた財源対策、地域福祉活動の一
層の推進を一体的に進めていくための整備を行う。

今までの
反省と評価

　社協組織体制の強化として、役員研修の積極的参加や、規程等
の見直しを行ってきている。職員体制については専門職の採用や
事業毎の業務整理を実施している。

第２期の
基本的な

方針

　事業の推進にあたっては、地域のあらゆる立場の意見を反映す
る機能を強化し、福祉活動を担う職員に対しては必要な知識や技
術を習得するための研修に積極的に参加、定期的に会議の開
催、スーパービジョンの実践をしながら、業務確認を行う。

実施内容

役職員の研修及び調査活動への積極的参加
　・役員研修会の開催
　・苦情解決に向けての各事業内容の検討、推進
理事会、評議員会、事務局体制の強化
交流センター指定管理
・住民サービスの向上、共生型を目指したセンター利用の促進とまちづ
　くり
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 Ｈ29

 Ｈ30

 Ｈ31

 Ｈ32

 Ｈ33

〇 施設等 〇

〇 行政 〇

〇

30年度実施内容
振り返り

平成30年度推進会議
9月20日、事業実施状況報告
3月20日、事業実施状況、評価

29年度評価 3.3

30年度評価

継続

財源 自主財源

役割と協働

町民

地域

社協

あずまし推進会議による事業状況等の報告

継続 あずまし推進会議による事業状況等の報告

継続
あずまし推進会議による事業状況等の報告、
3期に向けての準備

5年間の
具体的な
実施計画

継続 あずまし推進会議による事業状況等の報告

継続 あずまし推進会議による事業状況等の報告

第2期　あずましプラン実施計画書

4  しっかりとスクラム組んで思い合う協働のネットワークづくり

事　業　名 ⑪　あずましプラン実施計画の作成、実施および見直し

目的・目標
　あずましプラン実施に向け、実施事業・活動を具体的に推進して
いけるよう実施計画書を作成し、事業の明確化、見直しを各関係
機関と共に事業推進を進めていけるようにする。

今までの
反省と評価

　第1期計画では、3年目での事業実施状況の見直し、社協内での
評価をしてきている。今後は、あずまし推進委員とともに事業の進
捗状況等一緒になって進めていく必要がある。

第２期の
基本的な

方針

　あずまし推進会議を開催し、事業実施状況について住民、関係
機関と一緒に事業評価をしていく。計画についてはその都度見直
し、追加を検討していく。

実施内容

・実施計画の作成
・実施状況の確認、報告(理事、評議員)
・あずまし推進委員会議での意見交換
・住民周知
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